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合
併
に
伴
う
人
事
異
動
で
広
報
担
当
に
。
広

報
京
丹
波
の
最
初
の
ペ
ン
を
と
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
職
場
も
変
わ
り
、
通
勤
手
段
も
徒
歩
か

ら
車
へ
。
心
気
一
転
、「
初
心
忘
れ
る
べ
か
ら
ず
」

で
が
ん
ば
り
ま
す
。
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
る

広
報
紙
づ
く
り
に
奮
闘
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
▼
広
報
京
丹
波
は
、

こ
れ
か
ら
毎
月
発
行
し
て
い
き
ま
す
。
行
政
情

報
や
さ
ま
ざ
ま
な
特
集
記
事
を
は
じ
め
、
各
分

野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
の
紹
介
や
町
の
で

き
ご
と
、
地
域
の
話
題
な
ど
を
分
か
り
や
す
く

伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
編
集
子
が
カ

メ
ラ
を
持
っ
て
現
れ
た
と
き
に
は
、
取
材
活
動

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
▼
京
丹
波
町
の

面
積
は
三
〇
三
・
〇
七
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
こ

れ
は
、
編
集
子
が
こ
れ
ま
で
取
材
に
駆
け
回
っ

て
い
た
旧
瑞
穂
町
の
面
積
の
約
三
倍
の
広
さ
だ
。

編
集
後
記

人口
17,939男
8,526女
9,413世帯数
6,494

わたしたちの町

（11月1日現在）

10
月
11
日
誕
生

京
丹
波
町

［特集］
京丹波ぶらり紀行



特
集

特
集

丹
波
高
原
に
開
け
た
町
並
み
、野
鳥
の
さ
え
ず
り
が
響
く
緑
深深
き
山
々
、

く
も
り
と
躍
動
の
あ
る
ま
ち
」

を
め
ざ
す
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
ス
テ
ー
ジ

を
め
ざ
す
、新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
ス
テ
ー
ジ
。

「
広
報
京
丹
波
」最
初
の
特
集
・
京
丹
波
ぶ
ら
り
紀
行
で
は
、「、「
自
然
」「
文
化
・
史
跡
」「
に
ぎ
わ
い
」
を
テテ
ー
マ
に
、

テ

、

ー
マ
に
、

知
っ
て
い
る
よ
う
で
意
外
と
知
ら
な
い
、わ
た
し
た
ち
の
町
・
京
丹丹
波
町
の
魅
力
を
見
て
い
き
ま
す
。

自
然

文文化・
史史跡

巨
大
な
一
枚
岩
を
流
れ
る
水
は

琴
の
糸
の
よ
う
な
美
し
さ

丹
波
・
琴
滝

琴
滝
は
、
高
さ
四
○
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
な
一
枚
岩
を
流

れ
る
水
が
、
ま
る
で
十
三
弦
の
琴
の
糸
の
よ
う
な
美
し
い

れ滝
。
春
は
桜
、
秋
は
紅
葉
と
、
四
季
折
々
に
姿
を
変
え
る

滝
。

景
観
も
す
ば
ら
し
く
、
映
画
や
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

周
辺
部
は
「
琴
滝
公
園
」
と
し
て
整
備
さ
れ
、
緑
豊
か

な
遊
歩
道
で
は
、
鳥
の
さ
え
ず
り
を
聞
き
な
が
ら
、
散
歩

や
森
林
浴
が
楽
し
め
ま
す
。

手
つ
か
ず
の
自
然
が
残
る
雄
峰
。

頂
上
か
ら
の
眺
め
は
絶
景

和
知
・
長
老
ヶ
岳

九
一
六
・
九
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
を
誇
る
雄
峰
・
長
老
ヶ

岳
は
、
地
域
の
人
び
と
に
「
長
老
さ
ん
」
の
愛
称
で
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

手
つ
か
ず
の
自
然
が
残
る
こ
の
山
に
は
、
た
く
さ
ん

の
高
山
植
物
が
自
生
し
、
ハ
イ
キ
ン
グ
に
訪
れ
る
人
び

と
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。
頂
上
か
ら
の
眺
め
は
、

ま
さ
に
絶
景
。
三
六
〇
度
の
パ
ノ
ラ
マ
が
広
が
り
、
快
晴

の
日
は
、
遠
く
日
本
海
ま
で
望
め
ま
す
。

変
化
に
富
ん
だ
鍾
乳
石
が

神
秘
的
な
空
間
を
演
出

瑞
穂
・
質
志
鐘
乳
洞

質
志
鐘
乳
洞
は
、
京
都
府
内
で
唯
一
の
鍾
乳
洞
。
深
さ

約
二
五
メ
ー
ト
ル
の
日
本
で
も
珍
し
い
縦
穴
式
洞
。
洞
内

に
は
、
ひ
ん
や
り
と
し
た
空
気
が
漂
い
、
変
化
に
富
ん
だ

鍾
乳
石
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
神
秘
的
な
空
間
を
演

出
。
ほ
ぼ
垂
直
に
下
り
た
探
索
路
は
ス
リ
ル
満
点
で
、
冒

険
心
を
駆
り
立
て
て
く
れ
ま
す
。

洞
か
ら
出
れ
ば
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
が
整
備
さ
れ
た
自

然
公
園
。
家
族
や
友
人
で
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ
が
満
喫
で

き
ま
す
。

地
域
に
息
づ
く
伝
統
芸
能

　
和
知
・
四
大
伝
統
芸
能

人
の
心
を
鼓
舞
さ
せ
る
勇
壮
な

響
き
の
あ
る
「
和
知
太
鼓
」。
大
型

響の
人
形
を
一
人
で
操
る
「
一
人
遣
い
」

の

が
特
徴
の
「
和
知
人
形
浄
瑠
璃
」。
三
人
一
組
で
演
じ
る
古
典
万
歳
の
「
小

畑
万
歳
」。
音
頭
と
り
と
踊
り
子
の
小
気
味
良
い
掛
け
合
い
で
踊
る
「
和
知

文
七
踊
り
」。

こ
れ
ら
は
、
古
く
か
ら
和
知
に
伝
わ
る
四
大
伝
統
芸
能
。
先
人
か
ら
次
代

へ
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
芸
能
は
、
地
域
に
息
づ
き
、
人
び
と
に
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

鎮
守
の
森森
に
豪
華
な
山
鉾
巡
行

森

瑞
穂
・
質
美
八
幡
宮
曳
き
山
行
事

樹
齢
数
百
年
を
経
た
雄
大
な
杉
並
木
の
参
道
を
、
豪

華
絢
爛
な
四
基
の
山
鉾
が
巡
行
す
る
質
美
八
幡
宮
の
曳

き
山
行
事
。

京
都
市
の
祗
園
祭
の
ミ
ニ
版
と
も
い
わ
れ
る
こ
の
祭

り
は
、
地
元
質
美
地
域
の
人
び
と
の
努
力
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
、
そ
の
伝
統
は
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

鎮
守
の
森
に
差
し
込
む
秋
の
柔
ら
か
い
木
漏
れ
日
が

山
鉾
を
包
み
、
屋
台
か
ら
流
れ
て
く
る
お
囃
子
が
、
人
び

と
の
祭
り
気
分
を
盛
り
立
て
て
い
き
ま
す
。

丹
波
の
歴
史
探
訪

丹
波
・
国
の
重
要
文
化
財
、
宿
場
町
な
ど

昔
、
山
陰
街
道
沿
い
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
須
知
地

区
に
は
、
そ
の
な
ご
り
と
も
い
え
る
漆
喰
壁
や
古
い
板
張

り
の
塀
、
紅
柄
格
子
の
あ
る
町
家
が
残
り
、
そ
の
町
並
み

が
当
時
の
宿
場
町
の
様
子
を
し
の
ば
せ
ま
す
。

江
戸
時
代
中
期
ご
ろ
の
か
や
ぶ
き
、
入
り
母
屋
造
り
の

民
家
で
、
か
つ
て
の
丹
波
地
方
の
暮
ら
し
を
し
の
ば
せ
る

「
渡
辺
家
」。
京
都
府
北
部
で
は
最
古
に
属
し
、
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
丹
波
地
域

で
は
由
緒
あ
る
神
社
仏
閣

の
建
造
物
や
古
墳
な
ど
も

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
五
月
末
に
は
、

祗
園
八
坂
神
社
の
「
御
田

祭
」
や
、
伝
統
芸
能
の
丹

波
八
坂
太
鼓
も
響
き
わ
た

り
ま
す
。

ひ

お
ん 

だ

づ
か

し
っ
く
い

琴滝

長老ヶ岳

１本のカツラの大木に６種類の木が
  共生している「七色の木」。
   長老ヶ岳登山口付近で見られる

質志鐘乳洞公園

府内で唯一の鍾乳洞
「質志鐘乳洞」

大福光寺。本堂などは国の重要文文化財

御田祭

渡辺家。京都府北部では最古に属する民家。
国の重要文化財

質美八幡宮曳き山行事

和知太鼓

小畑万歳

和知文七踊り

和知人形浄瑠璃
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にぎわい魅力魅力
あれこれ

自
然
の
中
で
思
い
っ
き
り
汗
。

緑
に
囲
ま
れ
た
交
流
の
拠
点

瑞
穂
・
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
み
ず
ほ

さ
わ
や
か
な
空
気
を
満
喫
し
な
が
ら
自
然
の
中
で
思

い
っ
き
り
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
楽
し

いめ
る
リ
ゾ
ー
ト
ゾ
ー
ン
。
そ
の
広
大
な
敷
地
に
は
、
健
康
、

め
る

生
き
が
い
、
ふ
れ
あ
い
の
場
を
提
供
す
る
施
設
「
京
都
中

部
マ
ス
タ
ー
ズ
ビ
レ
ッ
ジ
」
が
整
備
さ
れ
、
宿
泊
施
設
や

貸
し
農
園
な
ど
多
彩
な
施
設
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
人
工
芝
ホ
ッ
ケ
ー
場
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
完
備
。

道
の
駅
「
瑞
穂
の
里
・
さ
ら
び
き
」
で
は
、
瑞
穂
の
特
産

物
や
新
鮮
な
朝
採
り
野
菜
、
軽
食
な
ど
が
販
売
さ
れ
、
週

末
に
は
京
阪
神
な
ど
都
市
部
か
ら
大
勢
の
人
が
訪
れ
、
に

ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

「
丹
波
逸
品
」
を
生
み
出
す
工
房

体
験
イ
ベ
ン
ト
も
人
気

丹
波
・
食
彩
の
工
房

丹
波
・
食
彩
の
工
房
は
、
農
畜
産
物
の
二
次
製
品
加
工

と
都
市
・
農
村
の
交
流
体
験
機
能
を
併
せ
備
え
た
施
設
。

地
元
で
生
産
さ
れ
た
高
品
質
で
安
全
性
の
高
い
素
材
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
工
房
で
加
工
さ
れ
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
「
丹

波
逸
品
」
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

ま
た
、
工
房
で
は
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
や
バ
タ
ー
な
ど
の
食

品
加
工
や
、
黒
豆
の
も
ぎ
取
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
地
元
農
家
と
都
市
住
民
と
の
交
流

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
ろ
和
む
道
の
駅

地
域
の
魅
力
が
い
っ
ぱ
い

和
知
・
道
の
駅
「
和
」

道
の
駅
「
和
」
は
、
平
成
十
年
四
月
、
国
道
二
七
号
和

知
バ
イ
パ
ス
の
全
線
開
通
と
と
も
に
オ
ー
プ
ン
。
館
内
は

木
造
。
昔
、
農
家
で
使
わ
れ
て
い
た
生
活
道
具
が
商
品
台

に
再
利
用
さ
れ
る
な
ど
、
和
知
の
素
朴
な
ぬ
く
も
り
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。

特
産
館
「
和
」
で
は
、
地
元
の
特
産
品
を
販
売
。
人
気

は
黒
豆
を
加
工
し
た
豆
腐
や
和
菓
子
。
和
知
川
の
せ
せ
ら

ぎ
に
耳
を
傾
け
、
竹
ぐ
し
に
刺
し
た
ア
ユ
の
塩
焼
き
な
ど

が
楽
し
め
る
野
外
の
「
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ガ
ー
デ
ン
」
も
人

気
で
す
。

特
産
館
の
隣
に
あ
る
道
路
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ド
ラ

イ
バ
ー
に
道
路
、
観
光
、
気
象
に
関
す
る
情
報
を
提
供
。

同
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
伝
統
芸
能
常
設
館
で
は
、
毎
月
一

回
、
和
知
人
形
浄
瑠
璃
、
和
知
太
鼓
な
ど
の
伝
統
芸
能
が

上
演
さ
れ
て
い
ま
す
。
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ロ
ー
ド
レ
ー
ス

秋
深
ま
る
丹
波
路
を
全
国
か
ら
参
加
し
た
約
四
千
人

の
ラ
ン
ナ
ー
が
力
走
。
特
産
物
販
売
な
ど
も
催
さ
れ
、

のに
ぎ
わ
い
と
人
び
と
の
交
流
深
ま
る
町
の
一
大
イ
ベ
ン

にト
。ホ

ッ
ケ
ー

昭
和
六
十
三
年
京
都
国
体
を
契
機
に
、
丹
波
・
瑞
穂

の
両
地
域
で
高
ま
っ
た
ホ
ッ
ケ
ー
熱
。
子
ど
も
か
ら
社

会
人
ま
で
チ
ー
ム
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
日
本
代
表
選

手
も
輩
出
。「
ホ
ッ
ケ
ー
の
ま
ち
」
と
し
て
全
国
に
そ
の

名
を
と
ど
ろ
か
せ
て
い
ま
す
。

カ
ヌ
ー

京
都
国
体
を
契
機
に
和
知
地
域
で
広
ま
っ
た
カ
ヌ
ー
。

今
で
は
小
中
学
生
の

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

で
き
、
地
域
の
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
定
着
。
中
で

も
中
学
・
高
校
生
の
カ

ヌ
ー
選
手
が
大
活
躍

し
て
お
り
、
全
国
大
会

や
国
体
、
世
界
大
会
を

舞
台
に
徐
々
に
そ
の

成
果
が
表
れ
て
い
ま
す
。

初
心
者
も
楽
し
め
る

カ
ヌ
ー
体
験
ス
ク
ー

ル
も
人
気
で
す
。

国
際
交
流

丹
波
地
域
で
は
、
昭
和
六
十
三
年
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
・
ホ
ー
ク
ス
ベ
リ
ー
市
と
姉
妹
都
市
交
流
盟
約
を
結

び
、
国
際
交
流
協
会
を
中
心
に
交
換
留
学
な
ど
の
国
際

交
流
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス

の
ど
か
な
瑞
穂
の
山
里
を
走
る
懐
か
し
い
ボ
ン
ネ
ッ

ト
バ
ス
。
昭
和
四
十
一
年
式
の
レ
ト
ロ
な
バ
ス
は
、
土

曜
日
の
中
台
線
を
走
っ
て
い
ま
す
。

わ
ち
山
野
草
の
森

山
野
草
の
宝
庫
・
和
知
な
ら
で
は
の
森
林
公
園
。
和

知
で
し
か
見
ら
れ
な
い
珍
し
い
植
物
か
ら
道
端
の
草
花

ま
で
、
た
く
さ
ん
の
山
野
草
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

紀行

な
ご
み

オーストラリア・ホークスベリー市との国際交流。
毎年、交換留学を実施している

山野草の宝庫「わち山野草の森」
いちょう並木の間を走るボンネットバス。
土曜日の中台線で出会える

カヌーの練習に励む地元の子どもたち

子どもから大人までホッケーを楽しむ大会
「ホッケーカーニバル」

全国から約４，０００人のランナーが
出場する一大イベント

グリーンランドみずほ

丹波・食彩の工房が行う黒豆もぎ取り体験には、都市部などから多くの人が訪れる

長老ヶ岳

道の駅「和」
わち山野草の森

和知支所

質志鐘乳洞公園

京
丹
波
町
役
場

道
の
駅『
丹
波
マ
ー
ケ
ス
』

丹
波
高
原
朝
採
野
菜
市

山
陰
街
道

九
手
神
社

渡
辺
家

大
福
光
寺

丹
波
自
然
運
動
公
園

丹波・食彩の工房

琴滝

グリーンランドみずほ

道の駅「瑞穂の里さらびき」びき

瑞穂支所

質美八幡宮

なごみ

け
ん
ら
ん

は
や
し

9

31173

27

大人気のグラウンドゴ
ルフ。町内外から多く
の人がプレーに訪れる

園内のマスターズハウ
スでは、ソーセージ作
り体験なども楽しめる

週末には多くの人でにぎわう道の駅「和」。人気はとれたての
新鮮野菜や黒豆加工品などの特産物



特
集

特
集

丹
波
高
原
に
開
け
た
町
並
み
、野
鳥
の
さ
え
ず
り
が
響
く
緑
深深
き
山
々
、

く
も
り
と
躍
動
の
あ
る
ま
ち
」

を
め
ざ
す
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
ス
テ
ー
ジ

を
め
ざ
す
、新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
ス
テ
ー
ジ
。

「
広
報
京
丹
波
」最
初
の
特
集
・
京
丹
波
ぶ
ら
り
紀
行
で
は
、「、「
自
然
」「
文
化
・
史
跡
」「
に
ぎ
わ
い
」
を
テテ
ー
マ
に
、

テ

、

ー
マ
に
、

知
っ
て
い
る
よ
う
で
意
外
と
知
ら
な
い
、わ
た
し
た
ち
の
町
・
京
丹丹
波
町
の
魅
力
を
見
て
い
き
ま
す
。

自
然

文文化・
史史跡

巨
大
な
一
枚
岩
を
流
れ
る
水
は

琴
の
糸
の
よ
う
な
美
し
さ

丹
波
・
琴
滝

琴
滝
は
、
高
さ
四
○
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
な
一
枚
岩
を
流

れ
る
水
が
、
ま
る
で
十
三
弦
の
琴
の
糸
の
よ
う
な
美
し
い

れ滝
。
春
は
桜
、
秋
は
紅
葉
と
、
四
季
折
々
に
姿
を
変
え
る

滝
。

景
観
も
す
ば
ら
し
く
、
映
画
や
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

周
辺
部
は
「
琴
滝
公
園
」
と
し
て
整
備
さ
れ
、
緑
豊
か

な
遊
歩
道
で
は
、
鳥
の
さ
え
ず
り
を
聞
き
な
が
ら
、
散
歩

や
森
林
浴
が
楽
し
め
ま
す
。

手
つ
か
ず
の
自
然
が
残
る
雄
峰
。

頂
上
か
ら
の
眺
め
は
絶
景

和
知
・
長
老
ヶ
岳

九
一
六
・
九
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
を
誇
る
雄
峰
・
長
老
ヶ

岳
は
、
地
域
の
人
び
と
に
「
長
老
さ
ん
」
の
愛
称
で
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

手
つ
か
ず
の
自
然
が
残
る
こ
の
山
に
は
、
た
く
さ
ん

の
高
山
植
物
が
自
生
し
、
ハ
イ
キ
ン
グ
に
訪
れ
る
人
び

と
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。
頂
上
か
ら
の
眺
め
は
、

ま
さ
に
絶
景
。
三
六
〇
度
の
パ
ノ
ラ
マ
が
広
が
り
、
快
晴

の
日
は
、
遠
く
日
本
海
ま
で
望
め
ま
す
。

変
化
に
富
ん
だ
鍾
乳
石
が

神
秘
的
な
空
間
を
演
出

瑞
穂
・
質
志
鐘
乳
洞

質
志
鐘
乳
洞
は
、
京
都
府
内
で
唯
一
の
鍾
乳
洞
。
深
さ

約
二
五
メ
ー
ト
ル
の
日
本
で
も
珍
し
い
縦
穴
式
洞
。
洞
内

に
は
、
ひ
ん
や
り
と
し
た
空
気
が
漂
い
、
変
化
に
富
ん
だ

鍾
乳
石
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
神
秘
的
な
空
間
を
演

出
。
ほ
ぼ
垂
直
に
下
り
た
探
索
路
は
ス
リ
ル
満
点
で
、
冒

険
心
を
駆
り
立
て
て
く
れ
ま
す
。

洞
か
ら
出
れ
ば
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
が
整
備
さ
れ
た
自

然
公
園
。
家
族
や
友
人
で
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ
が
満
喫
で

き
ま
す
。

地
域
に
息
づ
く
伝
統
芸
能

　
和
知
・
四
大
伝
統
芸
能

人
の
心
を
鼓
舞
さ
せ
る
勇
壮
な

響
き
の
あ
る
「
和
知
太
鼓
」。
大
型

響の
人
形
を
一
人
で
操
る
「
一
人
遣
い
」

の

が
特
徴
の
「
和
知
人
形
浄
瑠
璃
」。
三
人
一
組
で
演
じ
る
古
典
万
歳
の
「
小

畑
万
歳
」。
音
頭
と
り
と
踊
り
子
の
小
気
味
良
い
掛
け
合
い
で
踊
る
「
和
知

文
七
踊
り
」。

こ
れ
ら
は
、
古
く
か
ら
和
知
に
伝
わ
る
四
大
伝
統
芸
能
。
先
人
か
ら
次
代

へ
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
芸
能
は
、
地
域
に
息
づ
き
、
人
び
と
に
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

鎮
守
の
森森
に
豪
華
な
山
鉾
巡
行

森

瑞
穂
・
質
美
八
幡
宮
曳
き
山
行
事

樹
齢
数
百
年
を
経
た
雄
大
な
杉
並
木
の
参
道
を
、
豪

華
絢
爛
な
四
基
の
山
鉾
が
巡
行
す
る
質
美
八
幡
宮
の
曳

き
山
行
事
。

京
都
市
の
祗
園
祭
の
ミ
ニ
版
と
も
い
わ
れ
る
こ
の
祭

り
は
、
地
元
質
美
地
域
の
人
び
と
の
努
力
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
、
そ
の
伝
統
は
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

鎮
守
の
森
に
差
し
込
む
秋
の
柔
ら
か
い
木
漏
れ
日
が

山
鉾
を
包
み
、
屋
台
か
ら
流
れ
て
く
る
お
囃
子
が
、
人
び

と
の
祭
り
気
分
を
盛
り
立
て
て
い
き
ま
す
。

丹
波
の
歴
史
探
訪

丹
波
・
国
の
重
要
文
化
財
、
宿
場
町
な
ど

昔
、
山
陰
街
道
沿
い
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
須
知
地

区
に
は
、
そ
の
な
ご
り
と
も
い
え
る
漆
喰
壁
や
古
い
板
張

り
の
塀
、
紅
柄
格
子
の
あ
る
町
家
が
残
り
、
そ
の
町
並
み

が
当
時
の
宿
場
町
の
様
子
を
し
の
ば
せ
ま
す
。

江
戸
時
代
中
期
ご
ろ
の
か
や
ぶ
き
、
入
り
母
屋
造
り
の

民
家
で
、
か
つ
て
の
丹
波
地
方
の
暮
ら
し
を
し
の
ば
せ
る

「
渡
辺
家
」。
京
都
府
北
部
で
は
最
古
に
属
し
、
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
丹
波
地
域

で
は
由
緒
あ
る
神
社
仏
閣

の
建
造
物
や
古
墳
な
ど
も

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
五
月
末
に
は
、

祗
園
八
坂
神
社
の
「
御
田

祭
」
や
、
伝
統
芸
能
の
丹

波
八
坂
太
鼓
も
響
き
わ
た

り
ま
す
。

ひ

お
ん 

だ

づ
か

し
っ
く
い

琴滝

長老ヶ岳

１本のカツラの大木に６種類の木が
  共生している「七色の木」。
   長老ヶ岳登山口付近で見られる

質志鐘乳洞公園

府内で唯一の鍾乳洞
「質志鐘乳洞」

大福光寺。本堂などは国の重要文文化財

御田祭

渡辺家。京都府北部では最古に属する民家。
国の重要文化財

質美八幡宮曳き山行事

和知太鼓

小畑万歳

和知文七踊り

和知人形浄瑠璃
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にぎわい魅力魅力
あれこれ

自
然
の
中
で
思
い
っ
き
り
汗
。

緑
に
囲
ま
れ
た
交
流
の
拠
点

瑞
穂
・
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
み
ず
ほ

さ
わ
や
か
な
空
気
を
満
喫
し
な
が
ら
自
然
の
中
で
思

い
っ
き
り
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
楽
し

いめ
る
リ
ゾ
ー
ト
ゾ
ー
ン
。
そ
の
広
大
な
敷
地
に
は
、
健
康
、

め
る

生
き
が
い
、
ふ
れ
あ
い
の
場
を
提
供
す
る
施
設
「
京
都
中

部
マ
ス
タ
ー
ズ
ビ
レ
ッ
ジ
」
が
整
備
さ
れ
、
宿
泊
施
設
や

貸
し
農
園
な
ど
多
彩
な
施
設
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
人
工
芝
ホ
ッ
ケ
ー
場
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
完
備
。

道
の
駅
「
瑞
穂
の
里
・
さ
ら
び
き
」
で
は
、
瑞
穂
の
特
産

物
や
新
鮮
な
朝
採
り
野
菜
、
軽
食
な
ど
が
販
売
さ
れ
、
週

末
に
は
京
阪
神
な
ど
都
市
部
か
ら
大
勢
の
人
が
訪
れ
、
に

ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

「
丹
波
逸
品
」
を
生
み
出
す
工
房

体
験
イ
ベ
ン
ト
も
人
気

丹
波
・
食
彩
の
工
房

丹
波
・
食
彩
の
工
房
は
、
農
畜
産
物
の
二
次
製
品
加
工

と
都
市
・
農
村
の
交
流
体
験
機
能
を
併
せ
備
え
た
施
設
。

地
元
で
生
産
さ
れ
た
高
品
質
で
安
全
性
の
高
い
素
材
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
工
房
で
加
工
さ
れ
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
「
丹

波
逸
品
」
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

ま
た
、
工
房
で
は
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
や
バ
タ
ー
な
ど
の
食

品
加
工
や
、
黒
豆
の
も
ぎ
取
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
地
元
農
家
と
都
市
住
民
と
の
交
流

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
ろ
和
む
道
の
駅

地
域
の
魅
力
が
い
っ
ぱ
い

和
知
・
道
の
駅
「
和
」

道
の
駅
「
和
」
は
、
平
成
十
年
四
月
、
国
道
二
七
号
和

知
バ
イ
パ
ス
の
全
線
開
通
と
と
も
に
オ
ー
プ
ン
。
館
内
は

木
造
。
昔
、
農
家
で
使
わ
れ
て
い
た
生
活
道
具
が
商
品
台

に
再
利
用
さ
れ
る
な
ど
、
和
知
の
素
朴
な
ぬ
く
も
り
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。

特
産
館
「
和
」
で
は
、
地
元
の
特
産
品
を
販
売
。
人
気

は
黒
豆
を
加
工
し
た
豆
腐
や
和
菓
子
。
和
知
川
の
せ
せ
ら

ぎ
に
耳
を
傾
け
、
竹
ぐ
し
に
刺
し
た
ア
ユ
の
塩
焼
き
な
ど

が
楽
し
め
る
野
外
の
「
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ガ
ー
デ
ン
」
も
人

気
で
す
。

特
産
館
の
隣
に
あ
る
道
路
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ド
ラ

イ
バ
ー
に
道
路
、
観
光
、
気
象
に
関
す
る
情
報
を
提
供
。

同
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
伝
統
芸
能
常
設
館
で
は
、
毎
月
一

回
、
和
知
人
形
浄
瑠
璃
、
和
知
太
鼓
な
ど
の
伝
統
芸
能
が

上
演
さ
れ
て
い
ま
す
。
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ロ
ー
ド
レ
ー
ス

秋
深
ま
る
丹
波
路
を
全
国
か
ら
参
加
し
た
約
四
千
人

の
ラ
ン
ナ
ー
が
力
走
。
特
産
物
販
売
な
ど
も
催
さ
れ
、

のに
ぎ
わ
い
と
人
び
と
の
交
流
深
ま
る
町
の
一
大
イ
ベ
ン

にト
。ホ

ッ
ケ
ー

昭
和
六
十
三
年
京
都
国
体
を
契
機
に
、
丹
波
・
瑞
穂

の
両
地
域
で
高
ま
っ
た
ホ
ッ
ケ
ー
熱
。
子
ど
も
か
ら
社

会
人
ま
で
チ
ー
ム
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
日
本
代
表
選

手
も
輩
出
。「
ホ
ッ
ケ
ー
の
ま
ち
」
と
し
て
全
国
に
そ
の

名
を
と
ど
ろ
か
せ
て
い
ま
す
。

カ
ヌ
ー

京
都
国
体
を
契
機
に
和
知
地
域
で
広
ま
っ
た
カ
ヌ
ー
。

今
で
は
小
中
学
生
の

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

で
き
、
地
域
の
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
定
着
。
中
で

も
中
学
・
高
校
生
の
カ

ヌ
ー
選
手
が
大
活
躍

し
て
お
り
、
全
国
大
会

や
国
体
、
世
界
大
会
を

舞
台
に
徐
々
に
そ
の

成
果
が
表
れ
て
い
ま
す
。

初
心
者
も
楽
し
め
る

カ
ヌ
ー
体
験
ス
ク
ー

ル
も
人
気
で
す
。

国
際
交
流

丹
波
地
域
で
は
、
昭
和
六
十
三
年
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
・
ホ
ー
ク
ス
ベ
リ
ー
市
と
姉
妹
都
市
交
流
盟
約
を
結

び
、
国
際
交
流
協
会
を
中
心
に
交
換
留
学
な
ど
の
国
際

交
流
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス

の
ど
か
な
瑞
穂
の
山
里
を
走
る
懐
か
し
い
ボ
ン
ネ
ッ

ト
バ
ス
。
昭
和
四
十
一
年
式
の
レ
ト
ロ
な
バ
ス
は
、
土

曜
日
の
中
台
線
を
走
っ
て
い
ま
す
。

わ
ち
山
野
草
の
森

山
野
草
の
宝
庫
・
和
知
な
ら
で
は
の
森
林
公
園
。
和

知
で
し
か
見
ら
れ
な
い
珍
し
い
植
物
か
ら
道
端
の
草
花

ま
で
、
た
く
さ
ん
の
山
野
草
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

紀行

な
ご
み

オーストラリア・ホークスベリー市との国際交流。
毎年、交換留学を実施している

山野草の宝庫「わち山野草の森」
いちょう並木の間を走るボンネットバス。
土曜日の中台線で出会える

カヌーの練習に励む地元の子どもたち

子どもから大人までホッケーを楽しむ大会
「ホッケーカーニバル」

全国から約４，０００人のランナーが
出場する一大イベント

グリーンランドみずほ

丹波・食彩の工房が行う黒豆もぎ取り体験には、都市部などから多くの人が訪れる

長老ヶ岳

道の駅「和」
わち山野草の森

和知支所

質志鐘乳洞公園

京
丹
波
町
役
場

道
の
駅『
丹
波
マ
ー
ケ
ス
』

丹
波
高
原
朝
採
野
菜
市

山
陰
街
道

九
手
神
社

渡
辺
家

大
福
光
寺

丹
波
自
然
運
動
公
園

丹波・食彩の工房

琴滝

グリーンランドみずほ

道の駅「瑞穂の里さらびき」びき

瑞穂支所

質美八幡宮

なごみ

け
ん
ら
ん

は
や
し

9

31173

27

大人気のグラウンドゴ
ルフ。町内外から多く
の人がプレーに訪れる

園内のマスターズハウ
スでは、ソーセージ作
り体験なども楽しめる

週末には多くの人でにぎわう道の駅「和」。人気はとれたての
新鮮野菜や黒豆加工品などの特産物
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10月11日、丹波町・瑞穂町・和知町が合併し、「京丹波町」が誕生。
同役場本庁舎前で開町式を行い、新しい歴史の一歩を踏み出しました。

丹波高原の地で
新しいまちづくりがスタート

 

開
町
式
な
ど
を
開
催

　
午
前
八
時
か
ら
役
場
本
庁
舎
前
で
行
っ
た
開
町
式

に
は
、
町
民
や
職
員
ら
約
三
百
人
が
出
席
し
、
京
丹
波

町
の
誕
生
を
祝
い
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
黒
田
一
夫
・
町
長
職
務
執
行
者
（
前
瑞
穂

町
長
）
と
、
来
賓
の
京
都
府
知
事
代
理
・
戸
田
雄
一
郎

南
丹
広
域
振
興
局
長
、
上
田
秀
男
・
府
議
会
議
員
ら
が

町
旗
を
掲
揚
し
た
後
、
黒
田
町
長
職
務
執
行
者
が
「
京

丹
波
町
の
新
し
い
歴
史
を
す
ば
ら
し
い
も
の
に
す
る

た
め
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
正
面
玄
関
前
に
掲
げ
ら
れ
た
「
京
丹
波
町

役
場
」
の
看
板
の
除
幕
を
行
い
、
出
席
者
は
大
き
な
拍

手
で
新
町
の
ス
タ
ー
ト
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
瑞
穂
、
和
知
の
各
支
所
で
も
、
職
員
ら

が
出
席
し
、
正
面
玄
関
に
掲
げ
ら
れ
た
看
板
の
除
幕

式
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
開
町
式
に
先
立
ち
、
職
員
の
辞
令
交
付
式
を

行
っ
た
ほ
か
、
農
業
委
員
会
や
暫
定
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
、
暫
定
教
育
委
員
会
、
暫
定
選
挙
管
理
委

員
会
、
町
連
合
消
防
団
長
辞
令
交
付
式
な
ど
も
行
い

ま
し
た
。

 

順
調
に
業
務
が
ス
タ
ー
ト

　
本
庁
舎
で
は
午
前
八
時
半
、
平
常
ど
お
り
初
日
の

業
務
が
ス
タ
ー
ト
。
辞
令
を
受
け
た
職
員
た
ち
は
新

た
な
気
持
ち
で
業
務
に
就
き
、
窓
口
や
電
話
の
応
対
、

配
備
さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
の
設
定
な
ど
、
慌
た
だ
し
い

初
日
で
あ
り
ま
し
た
が
、
順
調
に
新
町
の
業
務
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
窓
口
で
は
、
新
町
名
入
り
の
「
１
」
番
の
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
を
獲
得
す
る
た
め
、
前
日
か
ら
役
場
前
で

徹
夜
し
た
と
い
う
町
民
や
、「
記
念
に
な
れ
ば
」
と
出

生
届
、
婚
姻
届
を
提
出
す
る
町
民
の
喜
ぶ
姿
が
あ
り

ま
し
た
。 京丹波町   誕生10月11日

①町旗を掲揚する黒田町長職務執行者ら（役場本庁舎前）
②京丹波町ナンバー「１」のプレートを受け取る町民（役場税務課）
③京丹波町連合消防団長の辞令交付。この日はほかに、各行政委員の辞令交付も行った（役場町長室）
④支所でも業務をスタート（和知支所）
⑤この日から、町営バス須知高校線が運行開始（役場本庁舎前）

②③④⑤ ①
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これが京丹波町役場の
体制です

KYOTAMBA TOWN OFFICE

町職員の配置や町の組織、各課、
支所等の業務内容などを詳しく紹介します。

各施設の所在地など詳しくは、京丹波町合併ガイドブック
（平成17年9月京丹波町準備室発行）を参照してください。
※（嘱）は嘱託職員
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澤
美
和

係
長

村
山
英
紀

主
幹

原
田
寿
賀
美

係
長

松
山
征
義

小
林
篤
史

輕
尾
圭
造

細
野
江
梨
子

芦
谷
真
由
美

係
長

山
田
和
志

課
長
補
佐

福
井
彰
一
郎

課
長
補
佐

一
谷
　
寛

羽
生
田
真
由

係
長

西
山
民
子

山
内
圭
司

事務局長
谷　俊明

西
山
宏
明

山
西
博
美

係
長

堀
　
友
輔

主
幹

榎
本
藤
雄

人
事
秘
書
係

消
防
防
災
係

財
政
係

総
務
係

保
険
年
金
係

賦
課
係

徴
収
係 環

境
推
進
係

戸
籍
住
民
係

本庁
本館１階

本庁
本館2階

町健康管理
センター１階

本庁
新館2階

本庁
別館2階

総務課
総務係
総務一般、行政運営、選挙など
人事秘書係
人事、秘書、給与など
財政係
予算・決算、町有財産管理など
消防防災係
消防・防災、防犯など

住民課
戸籍住民係
戸籍、児童手当など
保険年金係
国保、老人保健、年金など
環境推進係
環境衛生など

税務課
賦課係
住民税、固定資産税、
軽自動車税など

徴収係
納税、滞納整理など

議会事務局
庶務係
議会一般、議案、監査委員など

議事調査係
調査研究、渉外、定例会など

会計課
出納係
出納、指定金融機関など

※新館１階は、
　電算室、会議室など

連
絡
通
路

本
館
２
階
へ

倉庫

議長室

本庁1階窓口

農
林
振
興
係

徳
島
康
善

係
長

八
木
敏
和

田
尻
　
穂

係
長

大
西
弘
一

井
上
晴
之

中
村
昭
夫

山
下
　
徹

主
幹

松
村
俊
憲

係
長

十
倉
隆
英

課
長
補
佐

田
中
博
典

課
長
補
佐

藤
田
　
真

係
長

中
野
竜
二

農
委
会
長

土
地
改
良
区

原
田
結
城

橋
本
賢
二

ダ
ム
推
進
係

建
築
係

管
理
係

久
保
元
真
一

山
下
　
稔

田
畑
昭
彦

係
長

藤
井
雅
文

課長
田端耕喜

係
長

久
木
寿
一

参事
片山長男

課
長
補
佐

梅
原
昇
治

係
長

塩
田
　
誠

四
方
妃
佐
子

課
長
補
佐

稲
葉
　
出

係
長

小
谷
誠
之

北
村
和
正

小
原
直
也

主
幹

野
々
口
清
仁

松
下
由
美

※別館１階は、
　書庫、車庫など

人
権
政
策
係医

療
係

係
長

樹
山
敏
彦

中庭へ

課長
上田　進

交
通
対
策
係

広報情報係

課長補佐
山森英二

課長
山田　進

参事
田渕敬治

課長
岩田恵一

総合企画係

商工観光係農林事業係

土木係

大秦　学

係長
山崎哲夫

山内敏史

係長
長澤　誠

片山晴子

課長補佐
吉田　正

主幹
畑中協治

企画情報課
総合企画係
企画、渉外、陳情など
広報情報係
広報、情報化、統計など
人権政策係
人権、生涯学習、交流事業など
交通対策係
交通、バス事業、交通安全など

水道課
（町水道事業畑川浄水場内）

上水道係
上水道、簡易水道など
下水道係
公共下水道、
合併処理浄化槽など

子育て支援課
（町生涯学習センター内）

支援係
子育て支援、保育所など

地域医療課
医療係
病院、診療所、地域医療など

土木建築課
管理係　
土木管理、都市計画など
土木係　
土木一般、道路・橋りょう、
入札など
建築係　
建築、町営住宅など
ダム推進係　
ダム、公園緑地、河川・砂防など

保健福祉課
健康推進係
保健一般、健診、保健指導など
福祉係
福祉一般、高齢者・障害者福祉など
介護保険係
介護保険一般など

教育分室
社会教育担当
社会教育団体育成、人権教育など
社会体育担当
社会体育団体育成など

地域振興室
土木担当
土木関係申請受理・相談など
農林担当
農林業関係申請受理・相談など
商工観光担当
商工観光関係申請受理・相談など

地域総務室
総務担当
総合相談、消防防災、広報など
戸籍住民担当
住民票・戸籍等、環境対策など
税務収納担当
町税等収納、税関係証明発行など

地域保健福祉室
福祉担当
福祉関係申請受理・相談など
在宅介護支援（相談、リハビリ等）など
保健担当
健診、健康相談、訪問指導など

産業振興課
農林振興係
経済、農林業、農業委員会など
農林事業係
農林業土木一般、農道、林道など
商工観光係
商工業、観光、消費生活など

和知支所

※２階は、
　集団指導室など

課長
田井　勲
主幹
吉田　登
課長補佐
坂本　優
課長補佐
山鳥　強
上水道係長
榎川　篤
下水道係長
木南哲也

梅垣延男
田中美智子
松谷洋二
上林太志
岩崎勝也

宇野浩史
小山　潤
村田弘之
吉田和晃
秋山卓弘

課長
朝倉富雄

課長補佐
湊　史明 山本桂市

運
動
指
導
室

正
面
玄
関

課長
野間広和

島田恵子 西村美智子 島　文子

堀　道枝 中川早苗 島田麻衣子

健康推進係

係
長

上
原
美
智
子

課
長
補
佐

山
田
由
美
子

藤
田
む
つ
み

吉
田
　
聡

係
長

谷
口
　
誠

友
金
輝
幸

主
任

豊
嶋
浩
史

友
　
金

久
美
子

主
任

新
江
田
泰

土
　
地

改
良
区

谷
　
垣

と
み
子

竹
村
　
洋

主
任

太
田
創
一

山
内
和
浩

荻
野
雅
則

主
任

松
下
す
み
子

戸
籍
住
民
担
当

総
務
担
当

税
務
収
納
担
当

社
会
体
育
担
当

社
会
教
育
担
当

土
木
担
当

主
任

増
谷
隆
男

山
下
　
泰

主
任

野
村
雅
浩

西
　
野

菜
保
子

上
西
貴
幸

下
村
邦
喜

Ａ
Ｅ
Ｔ

ブ
ル
ッ
ク

主
幹

山
田
　
實

係
長

中
井
伸
幸

上
原
康
宏

係
長

木
下
浩
昭

指
導
主
事

岩
崎
正
子

指
導
主
事

村
上
　
勁

社
教
主
事

湯
浅
俊
治

長
谷
川
真

室
長

山
本
俊
夫

室
長

和
久
田
正
八

室
長

野
間
　
隆

教
育
分
室

支
所
長

片
山
俊
明

井
口
理
恵

光
　
枝

三
千
代

課
長

岡
本
芳
明

係
長

谷
口
玲
子

係
長

片
山
　
健

岡
本
　
淳

野
々
口

慶
　
司

Ａ
Ｅ
Ｔ

エ
リ
ッ
ク

岡
　
本

富
士
夫（
嘱
）

山
中
政
行（
嘱
）

大
西
孝
治

課
長
補
佐

中
尾
裕
之

徳
島
絹
代

在宅介護支援
センター

和室

介護保険係

健
康
推
進
係

福
祉
係

学
校
教
育
係

総
務
係

診察室

教育長・
教育委員長室

教育委員長
水嶋正治

教育長
山本和之

教育次長
松村康弘

係長
西田　毅

社教主事
宅間治郎 山内秀文

係長
四方晴美 十倉克也

課長
高畑利彦

ホール

正面玄関

社会教育係

文化財係

社会教育課
社会教育係
社会教育・体育、人権教育など
文化財係
文化財、文化芸術、図書室など

瑞穂保健
福祉センター
室長
今西政治

福祉担当主任
上西睦美

保健担当主任
井上祐子
大西義弘
正田智久
保田智子
山下直子
足立幸子（嘱）

和知保健
センター
室長
稲葉文男

福祉担当主任
山根美智代

保健担当主任
古谷千津子
永海貴子
小松聖人
西村明美
片山貞夫
（嘱、社協派遣）

室長
山内善博

教育分室

室長
西田　勉

支所長
森田一三

窓　口

畠中美子 吉田敦美

商工観光担当

農林担当

税
務
収
納
担
当

農林・商工観光担当

主任
船越　誠

山口知哉 栗林英治
主任

山田洋之

石原
哲夫（嘱） 保田志信 主任

榎川　諭

主任
谷口いづみ

主任
田中晋雄

村山奈央 堀　孝子

藤井知宝

ＡＥＴ
オードリー

主任
永武幸子

社会体育担当

総
務
担
当

社会教育担当

窓
　
口

戸籍住民担当
土木担当

教育委員会
町中央公民館１階

学校教育課
総務係
教育一般、教職員人事など
学校教育係
学校教育、学校保健など

瑞穂支所

窓　口



12KYOTAMBA TOWN◆13

 
総
務
課

石
田
武
史
（
京
都
府
派
遣
）

 

企
画
情
報
課

瑞
穂
情
報
セ
ン
タ
ー

所
長
／
伴
田
邦
雄

堀
内
浩
二
▼
原
澤
恒
▼
保
田
利
和

▼
西
村
公
貴
▼
山
内
美
幸

瑞
穂
バ
ス
事
業
所

梅
垣
晋
（
主
任
）
▼
山
口
利
一
▼

細
谷
正
治
（
嘱
）
▼
伏
原
敏
博
（
嘱
）

和
知
バ
ス
事
業
所

河
谷
勝
治
（
主
任
）
▼
片
山
憲
雄
（
嘱
）

▼
樋
口
和
也
（
嘱
）

 

子
育
て
支
援
課

上
豊
田
保
育
所

所
長
／
上
田
知
宏

西
田
美
代
子
（
主
任
）
▼
湊
直
美
（
同
）

▼
北
村
世
津
子
（
同
）
▼
村
岡
和

恵
▼
山
内
幸
子
▼
前
村
こ
ず
枝
▼

荒
井
惠
子
▼
小
室
み
さ
よ
▼
野
口

い
ず
み
（
嘱
）
▼
山
下
恵
利
加
（
嘱
）

▼
竹
瀬
真
理
子
（
嘱
）
▼
稲
葉
み

ち
る
（
嘱
）
▼
野
口
博
美
（
嘱
）

上
豊
田
保
育
所
下
山
分
園

松
岡
知
子
（
所
長
補
佐
）
▼
谷
久

美
子
（
主
任
）
▼
山
鳥
ゆ
り
（
同
）

野
口
加
代
里
▼
出
野
睦
美
（
嘱
）

桧
山
保
育
所

所
長
／
竹
内
美
代
子

上
原
一
子
（
所
長
補
佐
）
▼
上
田

喜
久
子
（
主
任
）
▼
真
野
照
美
▼

軽
尾
早
苗
▼
上
田
千
恵
子
▼
山
内

里
佳
子
▼
森
優
子
▼
三
好
稔
▼
塙

悦
代
（
嘱
）
▼
一
瀬
敦
子
（
嘱
）

梅
田
保
育
所

室
貴
代
美
（
主
任
）
▼
細
見
ル
ミ

▼
山
根
善
子
（
嘱
）

質
美
保
育
所

横
田
里
美
（
主
任
）
▼
北
村
恵
里

子
▼
湊
清
美
（
嘱
）

わ
ち
エ
ン
ジ
ェ
ル

所
長
／
藤
田
義
幸

津
田
知
美
（
所
長
補
佐
）
▼
東
直

美
（
主
任
）
▼
正
田
ゆ
か
り
▼
尾

池
奈
緒
美
▼
下
村
秀
美
▼
越
川
憲

子
▼
小
室
由
紀
▼
片
山
奈
穂
▼
井

上
亜
希
子
▼
岸
本
沙
奈
美
▼
春
野

恵
美
子
▼
出
野
康
代
（
嘱
）

 

地
域
医
療
課

瑞
穂
病
院

院
長
／
佐
藤
秀
一
郎

事
務
長
／
上
原
守

医
師
等
　
副
院
長
／
垣
田
秀
治
▼

林
靖
彦
（
嘱
）
▼
吉
田
正
幸
（
放

射
線
技
師
）
▼
井
爪
直
美
（
理
学

療
法
士
）

看
護
　
看
護
師
長
／
寺
谷
す
ま
子

山
内
博
子
（
主
任
）
▼
山
内
和
子

（
同
）
▼
上
田
武
美
（
同
）
▼
西
村

照
生
▼
細
見
友
子
▼
竹
内
和
代
▼

西
脇
妙
▼
上
田
ひ
と
み
▼
山
田
加

奈
恵
▼
大
西
正
美
▼
伏
原
幸
子
▼

谷
掛
郁
代
▼
石
田
由
美
子
▼
中
村

育
美
▼
林
真
紀
▼
田
路
利
恵
▼
澤

田
由
里
▼
伴
田
美
津
代
（
嘱
）
▼

貞
守
尚
美
（
嘱
）
▼
小
池
廣
江
（
嘱
）

▼
永
井
幸
子
（
嘱
）
▼
小
野
喜
代

子
（
嘱
）
▼
舞
田
恵
子
（
嘱
）

薬
局
　
宮
谷
節
子
（
薬
局
長
）
▼

松
村
陽
子

事
務
等
　
前
田
昌
成
（
事
務
長
補

佐
）
▼
上
林
潤
子
（
主
任
）
▼
石

田
美
穂
▼
山
田
泰
行
▼
西
山
直
人

▼
金
江
美
和
▼
上
林
小
百
合
（
栄

養
士
）
▼
畑
中
泰
子
（
嘱
）

質
美
診
療
所

田
畑
朝
子
（
嘱
）

和
知
診
療
所

所
長
／
土
井
た
か
し

事
務
長
／
片
山
淳

医
師
等
　
宮
崎
聡
▼
諫
本
慶
春
（
放

射
線
技
師
）
▼
村
上
康
司
（
薬
局
）

▼
太
田
有
次
（
理
学
療
法
士
）

看
護
等
　
澤
田
鈴
子
▼
中
村
幸
子

▼
今
海
美
代
子
▼
坂
本
恵
▼
竹
内

秀
子
▼
川
勝
里
美
▼
大
西
初
美
▼

白
波
瀬
小
百
合
▼
大
西
好
美
▼
小

川
和
代
▼
石
原
範
子
▼
中
尾
た
つ

子
（
嘱
）
▼
野
間
弘
子
（
嘱
）
▼
越

川
牧
（
嘱
）
▼
井
爪
千
代
子
（
嘱
）

▼
片
山
小
百
合
（
嘱
）
片
山
亜
紀

（
嘱
）

事
務
　
片
山
利
枝
（
主
任
）
▼
木

上
茂
登
恵
（
同
）
▼
出
野
文
隆
▼

梅
原
久
代
（
嘱
）
▼
村
上
幸
男
（
嘱
）

▼
野
間
徹
也
（
嘱
）

和
知
歯
科
診
療
所

所
長
／
坂
下
敦
宏

医
師
等
　
足
立
圭
司
▼
片
山
昭
子

（
歯
科
衛
生
士
）
▼
中
島
早
苗
（
同
）

▼
堀
太
（
歯
科
技
工
士
）

事
務
等
　
山
口
秀
子
（
主
任
）
▼

十
倉
典
子
（
嘱
）
▼
野
間
た
か
子

（
嘱
）

 

産
業
振
興
課

食
彩
の
工
房

所
長
／
西
田
明
範

中
川
豊
（
主
任
）
▼
松
永
浩
一
（
嘱
）

▼
別
所
牧
子
（
嘱
）
▼
籾
山
宣
隆

（
嘱
）

（
財
）
和
知
町
ふ
る
さ
と
振
興
セ
ン
タ
ー

野
間
光
男
（
主
任
）
▼
中
島
照
夫

 

教
育
委
員
会

須
知
幼
稚
園

園
長
／
大
槻
澄
子

杉
尾
冨
美
子
（
教
頭
）
▼
西
村
喜

代
美
（
主
任
）
▼
村
山
真
弓
▼
浦

井
美
紀
▼
湊
玲
奈
▼
小
林
和
子

▼
高
屋
香
寿
美
（
嘱
）
▼
小
林
し

の
ぶ
（
嘱
）
▼
小
谷
千
晴
（
嘱
）

▼
森
田
菜
香
（
嘱
）
▼
山
西
強
（
嘱
）

▼
上
原
き
よ
み
（
嘱
）

各
小
・
中
学
校

村
山
美
智
子
（
丹
波
ひ
か
り
小
）

▼
荒
井
利
子
（
竹
野
小
）
▼
原
澤

礼
子
（
下
山
小
・
嘱
）
▼
山
田
智

恵
子
（
桧
山
小
）
▼
上
田
早
百
合

（
同
・
嘱
）
▼
上
田
八
千
代
（
明
俊

小
・
嘱
）
▼
澤
田
英
子
（
同
・
嘱
）

▼
北
井
邦
江
（
三
ノ
宮
小
）
▼
川

嶌
輝
美
（
同
・
嘱
）
▼
森
下
満
（
質

美
小
）
▼
細
見
恵
理
子
（
同
・
嘱
）

▼
乾
信
夫
（
和
知
小
・
嘱
）
▼
和

田
隆
（
蒲
生
野
中
）
▼
大
西
定
子
（
瑞

穂
中
）
▼
野
間
義
和
（
和
知
中
・
嘱
）

丹
波
給
食
セ
ン
タ
ー

藤
田
妙
子
（
主
任
）
▼
水
口
さ
き

子
（
調
理
）
▼
小
林
富
美
子
（
同
）

和
知
給
食
セ
ン
タ
ー

山
口
栄
子
（
主
任
）
▼
山
口
勤
子

（
嘱
）
山
本
い
ず
み
（
嘱
）
堀
み
や

子
（
嘱
）

 

和
知
支
所

森
本
直
美
（
嘱
）
▼
堀
定
（
嘱
）

井
上
潔
（
嘱
）
▼
樋
口
千
香
子
（
嘱
）

▼
片
山
勝
義
（
嘱
）

 

人
の
動
き（敬称

略
）

■
教
育
委
員
会

教
育
長
／
山
本
和
之
（
丹
波
・
高

岡
）

教
育
委
員
長
／
水
嶋
正
治
（
瑞
穂
・

上
野
）

職
務
代
理
者
／
大
田
喜
好
（
和
知
・

大
迫
）

田
畑
一
喜
（
瑞
穂
・
行
仏
）
▼
岩

崎
正
子
（
丹
波
・
富
田
）

■
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長
／
山
内
忠
夫
（
和
知
・
市

場
）

職
務
代
理
者
／
大
西
新
一
（
丹
波
・

下
山
）

高
畑
滿
（
瑞
穂
・
八
田
）
▼
安
井

安
郎
（
丹
波
・
安
井
）

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
長
／
藤
田
義
一
（
和
知
・
本

庄
）

真
野
耕
太
郎
（
丹
波
・
新
水
戸
）

▼
上
田
公
美
（
瑞
穂
・
橋
爪
）

■
農
業
委
員
会

会
長
／
澤
田
太
三
（
瑞
穂
・
下
村
）

職
務
代
理
者
／
岡
本
鎌
次
（
丹
波
・

蒲
生
）
▼
梅
原
健
太
郎
（
和
知
・

上
粟
野
）

■
連
合
消
防
団

団
長
／
友
金
一
郎
（
瑞
穂
・
大
朴
）

■
交
通
指
導
員
（
三
十
二
人
）

指
導
員
長
／
山
田
昭
二
（
丹
波
・

豊
田
）

副
指
導
員
長
／
山
内
正
治
（
瑞
穂
・

中
台
）
▼
奥
戸
俊
寿
（
和
知
・
西

河
内

今
西
る
り
子
（
丹
波
・
口
八
田
）

▼
山
田
信
司
（
同
・
高
岡
）
▼
徳

島
豊
和
（
同
・
新
水
戸
）
▼
塩
貝

保
（
同
・
須
知
）
▼
平
井
法
夫
（
同
）

▼
山
本
秀
樹
（
同
・
市
森
）
▼
湊

修
（
同
・
上
野
）
▼
森
實
（
同
・
森
）

▼
岡
崎
宀
弘
（
同
・
安
井
）
▼
田
中

清
次
郎
（
同
・
富
田
）
▼
久
保
元

真
一
（
同
・
豊
田
）
▼
北
村
容
子

（
同
・
実
勢
）
▼
鳥
渕
敏
美
（
同
・

下
山
）
▼
野
間
小
百
合
（
同
）
▼

竹
村
一
宏
（
瑞
穂
・
橋
爪
）
▼
高

畑
利
彦
（
同
・
八
田
）
▼
細
見
正

明
（
同
・
上
大
久
保
）
▼
太
野
義

昭
（
同
・
東
又
）
▼
輕
尾
圭
造
（
同
）

▼
岼
秀
一
（
同
・
粟
野
）
▼
岩
崎

勝
也
（
同
・
妙
楽
寺
）
▼
安
井
一

雄
（
同
・
中
村
）
▼
正
田
智
久
（
同
・

下
村
）
▼
栗
林
耕
治
（
和
知
・
塩

谷
）
▼
片
田
泰
和
（
同
・
升
谷
）

▼
細
尾
利
之
（
同
・
坂
原
）
▼
津

田
政
浩
（
同
・
本
庄
）
▼
藤
山
雅

靖
（
同
・
角
）
▼
下
村
孝
康
（
同
・

稲
次
）

議決機関
議会

町長 助役
執行機関

事務局 庶務係
議事調査係

総務係
人事秘書係
財政係
消防防災係
総合企画係
広報情報係
　　　瑞穂情報センター
人権政策係
交通対策係
　　　バス事業所（瑞穂・和知）
賦課係
徴収係
戸籍住民係
保険年金係
環境推進係
健康推進係
福祉係
介護保険係
支援係
上豊田保育所
　　　下山分園
桧山保育所
　　　梅田、質美保育所
わちエンジェル
医療係
各病院・診療所（瑞穂病院、
質美診療所、和知診療所、和知歯科診療所）

農林振興係
　　　丹波・食彩の工房

農林事業係

商工観光係

管理係

土木係

建築係

ダム推進係

上水道係

下水道係

総務課

企画情報課

税務課

住民課

保健福祉課

子育て支援課

地域医療課

産業振興課

土木建築課

瑞穂支所

和知支所

収入役

教育委員会 教育長 事務局

会計課

学校教育課

社会教育課

水道課

地域総務室（総務・戸籍住民・税務収納担当）
地域保健福祉室（福祉・保健担当）
地域振興室（土木・農林・商工観光担当）
地域総務室（総務・戸籍住民・税務収納担当）
地域保健福祉室（福祉・保健担当）
地域振興室（土木・農林・商工観光担当）

瑞穂教育分室（社会教育・社会体育担当）
和知教育分室（社会教育・社会体育担当）

出納係

総務係

学校教育係

幼稚園、各小・中学校、給食センター

社会教育係

文化財係

京丹波町組織図

選挙管理委員会……………
公平委員会…………………
固定資産評価審査委員会
監査委員……………
農業委員会……………

事務局（総務課）
事務局（総務課）
事務局（税務課）

事務局（議会事務局）
事務局（産業振興課）



14KYOTAMBA TOWN◆15

京
丹
波
町
の
発
足
を
前
に
、丹
波
町
・
瑞
穂
町
・
和
知
町
は
、そ
れ
ぞ
れ
閉
町（
庁
）式
を
行
い
、

約
半
世
紀
に
及
ん
だ
歴
史
に
幕
。

出
席
し
た
町
民
や
議
員
、町
関
係
者
ら
は
、親
し
ま
れ
た
町
名
と
の
別
れ
を
惜
し
む
と
と
も
に
、

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
へ
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

十
月
八
日
　
閉
町
式

式
で
は
、
横
山
義
雄
・
丹
波
町
長
が
「
先
人
の
英
知
と
努
力
で
築

か
れ
た
様
々
な
基
盤
を
、
人
々
の
幸
せ
を
よ
り
高
め
る
自
治
に
つ

な
い
で
ほ
し
い
」
と
式
辞
を
述
べ
た
後
、
京
都
府
知
事
代
理
の
戸

田
雄
一
郎
・
南
丹
広
域
振
興
局
長
な
ど
来
賓
が
あ
い
さ
つ
。
続
い

て
、
自
治
功
労
者
の
表
彰
を
行
っ
た
後
、
横
山
町
長
ら
が
丹
波
町

旗
を
降
納
し
、
真
新
し
い
京
丹
波
町
旗
を
披
露
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
新
勉
・
町
区
長
会
長
の
掛
け
声
で
全
員
が
万
歳
三
唱

し
、
松
原
茂
樹
・
町
議
会
議
長
が
閉
会
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、
式
を

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
自
治
功
労
者
表
彰
（
二
人
、
敬
称
略
）

松
原
茂
樹
（
下
山
）
▼
藤
田
克
己
（
院
内
）

十
月
十
日
　
閉
庁
式

ま
た
、
十
月
十
日
に
は
丹
波
町
役
場
（
現
京
丹
波
町
役
場
本
庁

舎
）
前
で
閉
庁
式
を
行
い
、
町
関
係
者
ら
が
出
席
。
横
山
町
長
ら

が
、
庁
舎
前
に
掲
げ
て
い
た
町
旗
を
降
納
し
、
町
の
輝
か
し
い
歴

史
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
ち
ま
し
た
。

丹
波
町

十
月
一
日
　
閉
町
式

式
で
は
、
黒
田
一
夫
・
瑞
穂
町
長
（
現
京
丹
波
町
長
職
務
執
行

者
）
が
「
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
が
去
来
す
る
が
、
三
町
心
ひ
と
つ
に
新

し
い
ま
ち
づ
く
り
が
始
ま
る
こ
と
に
感
慨
も
ひ
と
し
お
。
今
後
は
、

三
町
の
個
性
や
魅
力
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ね
ば
な
ら

な
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
、
自
治
功
労
者
な
ど
の
表
彰
を
行
っ
た
後
、
姉
妹
町
で

あ
る
福
島
県
双
葉
町
の
相
川
允
良
・
助
役
が
あ
い
さ
つ
。

そ
の
後
、
写
真
や
映
像
で
町
の
歩
み
を
振
り
返
る
「
あ
り
が
と

う
瑞
穂
町
」
を
放
映
。
さ
ら
に
、
瑞
穂
中
三
年
生
が
合
唱
を
披
露

し
、
式
典
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

最
後
に
、
出
席
者
全
員
で
「
ふ
る
さ
と
」
を
合
唱
し
、
畠
中
正
二
・

元
瑞
穂
町
長
の
掛
け
声
で
全
員
が
万
歳
三
唱
。
万
感
を
胸
に
式
を

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

■
自
治
功
労
者
表
彰
（
十
四
人
、
敬
称
略
）

林
守
（
庄
ノ
路
）
▼
上
田
逸
朗
（
和
田
）
▼
山
下
靖
夫
（
橋
爪
）
▼

谷
垣
忠
（
上
大
久
保
）
▼
軽
尾
勇
（
東
又
）
▼
上
田
正
（
鎌
谷
奥
）

▼
森
下
雅
之
（
和
田
）
▼
竹
内
一
郎
（
粟
野
）
▼
坂
本
弘
宣
（
園
部

町
）
▼
稲
元
源
太
郎
（
上
大
久
保
）
▼
西
田
肇
（
下
大
久
保
）
▼
西

田
光
子
（
下
大
久
保
）
▼
竹
村
照
雄
（
鎌
谷
奥
）

▼
阪
内
敏
明
（
八
田
）
▼
山
内
武
夫
（
妙
楽
寺
）

■
善
行
者
表
彰
（
六
人
二
団
体
、
敬
称
略
）

西
保
守
（
水
原
）
▼
西
下
保
（
八
田
）
▼
軽
野
定
（
水
原
）
▼
松
村

博
史
（
大
朴
）
▼
隅
田
愛
子
（
北
久
保
）
▼
山
内
よ
う
子
（
粟
野
）

▼
瑞
穂
町
ふ
る
さ
と
体
験
資
料
館
運
営
委
員
会
（
高
畑
博
委
員
長
）

▼
道
の
駅
「
瑞
穂
の
里
さ
ら
び
き
」
農
林
産
物
等
販
売
部
会
（
吉
田

忠
治
会
長
）

十
月
十
日
　
閉
庁
式

ま
た
、
十
月
十
日
に
は
、
瑞
穂
町
役
場
（
現
京
丹

波
町
役
場
瑞
穂
支
所
）
前
で
閉
庁
式
を
行
い
、
出
席

し
た
町
民
や
議
員
、
町
職
員
ら
が
見
守
る
中
、
黒
田

町
長
と
山
下
靖
夫
・
町
議
会
議
長
が
町
旗
を
降
納
し

ま
し
た
。

瑞
穂
町

十
月
七
日
　
閉
庁
式

式
で
は
、
堀
郁
太
郎
・
和
知
町
長
が
「
夢
を
持
ち
、
あ
た
た
か
い

心
が
育
つ
町
に
し
て
ほ
し
い
」
と
、
職
員
ら
の
新
町
で
の
活
躍
を

激
励
。
続
い
て
、
町
旗
の
降
納
を
行
い
、
堀
町
長
や
片
山
博
至
・
町

議
会
議
長
ら
が
、
庁
舎
前
に
掲
げ
て
い
た
町
旗
を
静
か
に
降
ろ
し

ま
し
た
。

出
席
者
は
、
降
ろ
さ
れ
る
町
旗
を
見
守
り
な
が
ら
、
半
世
紀
の

間
、
親
し
ま
れ
た
「
和
知
町
」
と
の
別
れ
を
惜
し
む
と
と
も
に
、
新

し
い
ま
ち
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
へ
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

和
知
町

瑞穂町旗を降納する黒田一夫町長ら

式辞を述べる黒田町長

丹波町閉町式

丹波町旗を降納し、町の歴史にピリオド

閉庁のことばを述べる堀郁太郎町長

み
つ
よ
し

瑞穂町閉町式。
中学生のさわや
かな歌声が式典
に華を添えた

「和知町」との別れを惜しみ
ながら町旗を降ろす堀町長ら
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合
併
に
伴
う
人
事
異
動
で
広
報
担
当
に
。
広

報
京
丹
波
の
最
初
の
ペ
ン
を
と
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
職
場
も
変
わ
り
、
通
勤
手
段
も
徒
歩
か

ら
車
へ
。
心
気
一
転
、「
初
心
忘
れ
る
べ
か
ら
ず
」

で
が
ん
ば
り
ま
す
。
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
る

広
報
紙
づ
く
り
に
奮
闘
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
▼
広
報
京
丹
波
は
、

こ
れ
か
ら
毎
月
発
行
し
て
い
き
ま
す
。
行
政
情

報
や
さ
ま
ざ
ま
な
特
集
記
事
を
は
じ
め
、
各
分

野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
の
紹
介
や
町
の
で

き
ご
と
、
地
域
の
話
題
な
ど
を
分
か
り
や
す
く

伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
編
集
子
が
カ

メ
ラ
を
持
っ
て
現
れ
た
と
き
に
は
、
取
材
活
動

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
▼
京
丹
波
町
の

面
積
は
三
〇
三
・
〇
七
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
こ

れ
は
、
編
集
子
が
こ
れ
ま
で
取
材
に
駆
け
回
っ

て
い
た
旧
瑞
穂
町
の
面
積
の
約
三
倍
の
広
さ
だ
。

編
集
後
記

人口
17,939男
8,526女
9,413世帯数
6,494

わたしたちの町

（11月1日現在）

10
月
11
日
誕
生

京
丹
波
町

［特集］
京丹波ぶらり紀行


